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申請の概要 

近年、子どもの貧困問題が注目されており、子どもの口腔状態と保護者の社会・生活条件の関連に関する調査、研究が

複数行われている。しかし、その多くが歯科医師、教諭に対する調査であり、子どもの保護者に対する質問紙調査はほと

んど行われていない現状がある。子どもの口腔状態を改善し、それを維持するためには、その子どもを取り巻く社会・生

活条件を踏まえることは必須であり、歯科衛生士はそれを理解した上で、子どもの口腔状態の改善にアプローチをする必

要があると考えられる。 

上記を踏まえ、本研究は、子ども（幼稚園、保育園、その他児童福祉関連施設、団体に属する子ども）の保護者に子ど

もの口腔状態等に加えて保護者の社会・生活条件に関する調査を実施することで、子どもの口腔状態と保護者の社会・生

活条件との関連について明らかにするとともに、子どもの口腔状態を改善・維持するために重要な社会・生活条件を示す

ことを目的とする。本研究により、子どもの口腔状態だけでなく、保護者の社会・生活条件を踏まえた上で、歯科衛生士



 

  

として子どもの口腔状態の改善に対し、いかなるアプローチが必要であるか検討することが可能となると考えられる。 




